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第９９２回教育委員会会議概要  

 

１ 日 時 平成２５年１１月２５日（月）午後３時００分～  

 

２ 場 所 教育委員会室  

 

３ 出席者 川畑委員長 清川委員 吉井委員 小泉委員 西野委員 林教育長  

      国久企画幹 小和田企画幹（学校教育） 三田村企画幹（高校教育）  

      伊勢教育振興課長 松田学校教育政策課長 上野義務教育課長  

      山元生涯学習･文化財課長 宮前企画参事  

      （県外派遣教員 ３名 協議事項（２）のみ出席）  

 

４ 議 題  

    な  し  

 

５ 審議事項  

（１）開会宣告  

 

（２）会議録署名人の指名 小泉委員 西野委員  

 

（３）議事要録 

 

委員長     協議事項の１について、非公開としたい旨発議 

 

        ――――当該議案を非公開と決定―――― 

 

◎協議・報告事項 

 協議事項  

（１）平成２５年度教職員人事異動方針について  

 

委員      教員異動にあたり、異校種への異動を原則として行うということになる

のか。  

 

学校教育政策課長 そういうことである。  

 

委員      休職者を元の在職校以外にも戻せるようになるのは、メンタルヘルスの

観点からいいことだ。  

 

（２）他県の教育実践などを踏まえた本県教育のあり方について  

 

委員      県外派遣されている教員の皆さんにお聞きするが、派遣先の学校では、

地域のリーダー育成について、どのように考え、どんな方法で行っている

のか。 

 



 ２ 

派遣教諭    「人前で話す」ということを実践している。発表する機会を多く取り入

れている。 

 

派遣教諭    地元出身の方の講演を聞くことで、地元に誇りを持てるようにしている。

先日は松本市長の講演があった。 

 

委員      中高一貫教育導入による域内の学校への影響はどうか。 

 

派遣教諭    長野高校、上田高校という進学校に囲まれており、危機意識があった。

いい人材に来てもらえるよう活動している。 

 

委員長     公立高校のレベルは高いか。 

 

派遣教諭    静岡県では、福井同様、公立校の人気があり、レベルも高い。 

 

派遣教諭    長野県は、福井県に比べて私立高が強い印象を受ける。 

 

委員      精神的に弱い生徒について、失敗の経験は大事である。失敗した後のフ

ォローも大事である。コミュニケーションをとる教育どうしているか。  

 

企画幹（高校教育） 知識詰め込みでなく、知識を使うことに重点を置くようになってい

る。英語などでもプレゼンをする機会を増やしている。失敗する経験は大

事だと考える。  

 

義務教育課長  話し合い活動を充実させている。いろいろ話をする中で、成就感なり達

成感を増やしている。  

 

委員      クラスの中で、４、５人に分かれて、習熟度別学習をやってみてもよい

のではないか。  

 

義務教育課長  英語、数学では県内７校で習熟度別授業を行っている。評価の公平性の

確保が課題である。  

 

委員      文部科学省の方から聞いた話だが、日本で留学生が減ってきており、か

つハングリーさも足りないとのこと。外国の方で多くの失敗経験を持つ方

の意見を聞いてみるのもよいと考える。  

 

委員      ディスカッション、ディベートは重要だ。大いにやっていただきたい。  

 

委員長     福井県の県民性なのか、引っ込み思案である。大きな声でものをいうこ

とが大事である。視察に行くと、学校の先生の声は大きいが、子どもたち

がもっと大きな声を出してほしい。また、人の顔を見て話すべきだ。知っ

ていても知らんふりをする方が、子どもの中で美徳になってしまっている。 

 

企画幹（高校教育） 確かに子どもの中にそういう意識はある。小学校低学年では威勢よ

く手を挙げて発言していても、だんだんしなくなる。高校生になると失敗

を恐れることも出てくる。  

 

委員長     三重県に視察に行った学校では、生徒全員がタブレット端末を使った授

業をやっていた。福井ではどうか。  

 



 ３ 

学校教育政策課長 福井ではまだ、教員がタブレット端末を使って、授業をするというの

が散見される程度である。  

 

委員長     派遣されている教員の方にお聞きしたい。中高一貫教育校の開設で、周

辺校はエースを抜かれた感じで、レベルが落ちるようなことはないのか。  

 

派遣教諭    ２割のリーダー格の１割を抜かれた感じになる。仕方のないことと聞い

ている。しかし、下のレベルの子が上がる要素にもなっている。  

 

派遣教諭    長野県でもそのような危惧はあったが、あまり心配いらなかった。万遍

なくいろいろな小学校から生徒が集まってきた。  

 

教育長     中学まで優秀な子は、ほとんど勉強しなくても１００点が取れる。しか

し、高校になれば、努力しないと上位にいけない。しかし、そういう子は

努力の仕方を知らない、そこでつまずく。福井ではいろいろなことをやっ

ている。少し整理して、まとめる必要があるだろう。次の展開への課題で

ある。  

 

 報告事項  

（１）中学生・高校生のネット利用の改善について  

 

委員      ネット依存症のチェックシートなどを作成してはどうか。  

 

 

委員長     本日の会議の終了を宣告 

 

 


